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（図表 も含 めて分か りやす く記入の こと）

緒言

　近年、微小空間を化学実験の場として利用することが新しい化学研究の方法論としても

革新的な化学技術としても極めて魅力的であると考え、マイクロチップ内に集積化した液

相微小空間の化学システムに関する基礎 ・応用研究が進められている。一方、細胞は体内

で特異性の高い反応を効率的に進めてお り、通常の化学操作では困難な化合物の合成、分

析などに応用可能である。そこで、マイクロチップに細胞の機能を組み込むことでチップ

を飛躍的に高機能化できるという着想のもと、高効率生化学分析システムが実現されてき

たが、本研究では心筋細胞の力学的機能を利用し、実装の例として心筋ポンプを開発する。

前年度はピス トンを押す形の心筋ポンプを開発 したが、本年度は、より実際の心臓に近い

球形のものを開発した。

実験

　図1に 、考案 した中空球心筋 ポンプ駆動原 理を示す。大 きな変位 と発生力が得 られ る心

筋細胞 シー トでチャンバ ー内の体積 を変化 させ る。材 料は、Polydimethylsiloxane(PDMS)、

とした。中空球は、砂糖球の周 りにPDMS硬 化前原液 を垂 らし、回転 させ なが ら加 熱 し、

後で砂糖を溶かす ことで作製 した。

結果と考察

　温度応答性培養皿か ら剥離 した心筋細胞 シー トをプ ッシュバー に接 着 させた後、流路 内

の流体 （培地）をポ リスチ レン粒子 で可視化 し、顕微鏡観察 してキtピ ラ リー 内の流体 を

観察 した。図2に 示す よ うに、流体の拍動が確認 され、中空球心筋ポンプの作動原 理が実

証できた。

図1中 空球心筋ポンプ構想 。（上）俯瞰

図。（下）A-Bで の断面図。

図2キ ャピラ リ―内部 中心付近の粒 子

挙勤。






